
 

 

 

 

 

 

 

4月1８日（木）に６年生を対象として「令和６年度全国学力・学習状況調査」が実施され、その調査結果が

７月２９日に公表されました。その結果を活かし今後の改善を図っていくために、学校としての主な課題とその

改善策などを合わせて報告させていただきます。  

《学力状況調査の結果》 

国語 

人物像を具体的に想像する問題や文中における主語と述語の関係を捉える項目に関しての正答率は高い

です。しかし、文中やメモから意図や登場人物の心情を読み取る問題や、既習漢字から文章に合う漢字を正し

く使う項目の正答率は低かったです。特に登場人物の相互関係や心情などについて描写を基に捉えることが

本校の児童は難しく感じるようです。文の読解力や学年別漢字配当に示されている漢字を文の中で正しく使

う力を育成していく必要があると結果から分かりました。 

算数 

「身の回りの事象を目的に応じて表やグラフを用いて考察すること」の問題では、円グラフの特徴を理解し

て割合を読み取ったり、二次元の表から必要なデータを取り出して分類整理したりする知識・技能の正答率は

高いです。しかし、問題の条件に当てはまることを言葉と数を用いて記述する問題となると正答率が低くなって

いました。また、兵庫県、全国も同じ傾向があるのですが、「図形」の問題に苦戦したようです。直方体の見取

り図・円周率を使って考える円柱の展開図・立方体の体積・角柱の面の数についての記述の問題が出題され

ました。図形についての基礎的な知識・技能は高くても、その知識の活用に課題があり、既習した知識を活用

して深く思考したり、記述したりすることが苦手であることが分かりました。 

 

《児童質問紙調査の結果》 
 

 良好 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他にも・・・・ 

 ・先生は、あなたの良いところを認めてくれていると思いますか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・95.2% 

 ・友だち関係に満足していますか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・92．０% 

 

 

課題 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《今後の改善策》 
     国語科においては、登場人物の相互関係や心情などについて描写を基に捉える問題に課題がみられ

ます。物語文の学習等において、「何が書かれているか」という内容面だけでなく、「どのように描かれて

いるか」という表現面にも着目して物語全体をとらえたり、着目した複数の叙述をもとに考えたことを交

流したりする場面を多く設定していきます。算数科においては、図形や単位量当たりの大きさ（速さなど）

について、深い理解を伴う知識の習得やその活用に課題がみられました。課題の解決のために、日常生

活を絡めながら、活用できる知識・技能を習得できる学習を進めていきます。また、個別最適な学びと協

働的な学びの一体的な充実のために、加古川市が進めている「協同的探究学習」の研究をさらに深め、

問題解決の見方・考え方を育成する授業を進めていきます。 

     質問紙では、家庭での学習習慣や自尊感情・自己肯定感の高まりに課題がみられました。家庭での学

習習慣を定着させるために、今後も継続して家庭学習の大切さを伝え、計画的に学習に取り組む習慣を

身につけさせるようにしていきます。また、家庭学習の習慣を身につけさせるためには、ご家庭のご協力

も大切になります。そして、自尊感情や自己肯定感を高めるために、児童に寄り添い、日々の変化をしっ

かり観察するとともに、「聴く」（喜び・悲しみ・怒りなどに共感する）「誉める」「教える」（我慢して待って

守る）「伝える」（ありがとう等の感謝の言葉）ことなどを大切にし、成功体験を積み重ねさせることによっ

て、自信や達成感を味わわせ、自分は大切な人間で生きている価値があるという気持ちを持たせていく

ことも大切になります。ご家庭でも積極的な声掛けや励ましなどをよろしくお願いいたします。 

良好項目では、「人の役に立つ人間になりたいと思いますか」「いじめは、どんな理由があってもいけ

ないことだと思いますか」という項目において、当てはまる・どちらかといえば当てはまると答えた児童が

９５％をこえています。毎年１０月に行っている『わかみや人権週間』や日々の教育活動の成果もあり、学

校のきまりや約束を守ったり、いじめに対する正しい認識をもったりする人権意識の基礎が培われている

児童が多いことが分かります。今後も、児童に寄り添い、日々の変化を直接のかかわりの中や、日記、ア

ンケート等で早期に児童の変化を発見することで、お互いに心の通い合った教育活動を進めていけるよ

う全職員が一丸となって取り組んでいきます。 

 

令和６年 10月２日 

若宮小学校 

家庭での学習習慣を定着させる必要があります 

平日に２時間以上学習をしている児童は全体の 

12.7％にとどまっています。これは、全国、県平均

と比較すると 10 ポイント程度下回る結果となって

います。また、全くしないと答えた児童が 6.3％、 

３０分未満と答えた児童が 14.3％、合わせると

20.6％になっています。 

自尊感情・自己肯定感を高める必要があります 

「自分には、よいところがあると思いますか」という

質問に、当てはまると答えた児童が 25.4％で、こ

れは全国、県平均と比較すると 17 ポイント程度下

回っています。当てはまらない、どちらかというと当

てはまらないと答えた児童は２６．９％になり、４人に

１人が自尊感情や自己肯定感が低い状態にあるこ

とがわかります。 

当てはまる・どちらかといえば当てはまるを合わせると、 

どちらも95％をこえます。 
 

 
人の役に立つ人間になりたいと思いますか いじめは、どんな理由があってもいけない 

ことだと思いますか 

自分には、よいところがあると思いますか 

普段、授業以外でどれくらい勉強しますか 
（塾や家庭教師、インターネットを使った学習を含む） 



やや苦手な問題  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                              

  https://www.nier.go.jp/24chousa/24chousa.htm（国立教育政策研究所 HP参考） 

国語 問題３の二  算数 問題３の（３） 

正答は、「22×22×22」です。球の直径 22 ㎝の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立

方体の体積の求め方を式に表すことができるかどうかをみる問題です。立方体の体積は、一辺×一

辺×一辺で求めることができます。紙の厚さは考えないものとすると書いてあるので、球の直径が

立方体の一辺と同じ長さになります。立方体の一辺の長さが 22 ㎝となり、体積を求める公式に当

てはめます。 

本設問では、球の形をしたボールがぴったり入る立方体の形をした箱の一辺の長さが、ボールの

直径の長さと等しくなることを捉えられることと、立方体の体積は、「一辺×一辺×一辺」で求める

ことができることの両方を理解しておくことが必要です。日常生活を絡めながら、既習の知識を活

用できる知識・技能を習得させることが大切だと思われます。基礎的な知識・技能の定着を図ると

ともに、身の回りの形から図形を捉え、普段の生活の中でも算数の授業で学習したことを活用して

いく学習を今後も進めていきます。 

国語 問題２の三 

アの解答は「競技」ですが、正

答率は 35.5％でした。「競」は

書けたが、「技」が書けなかった

児童は 16.1％、「技」は書けた

が「競」を書けなかった児童は

8.1 ％、それ以外の解答は

38.7％、無解答は 1.6％でし

た。「競」は第四学年で、「技」

は第五学年で習う漢字なので、

既習事項がより身につくように

反復練習していく必要があると

考えられます。 

イの解答は「投」ですが、こち

らの正答率は 77.4％、それ以外

の解答が 19.4％、無回答は

3.2％とよく習熟できています。 

〇この問題では、【話し合いの様子】で原さんが取り上げた①「わしみたい

なクモが、生きるために食っているのはな」と言ってやめたところと、ウ「そ

して、とてもさびしそうな顔をして、ハエの女の子から目をそらしました。」

などの複数の描写を結び付けて、「オニグモじいさん」が「ハエの女の子」

にどのように話すか迷っていることを捉えることが求められています。正答

は３で、受験した本校の児童の 58.1％が選択していました。１を選択して

いた児童は 1.6％、２は 29.0％、４は 9.7％、無解答は 1.6％という結果

になりました。 

令和６年度全国学力・学習状況調査の結果を受けて.doc

